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銀河面領域は多くの星が集まっている銀河系の骨格部分であるが、 強い星間減光のためにそこにある星の分布
など よく分かっていないことが多い。特に反復観測を必要とする変光星の探査はいまだ不十分であるため、我々
は 2012年度から東京大学木曽観測所のシュミット望遠鏡と 超広視野カメラ KWFC (視野 4平方度)を用いて、
銀河面領域の広い範囲に対する変光星探査を行っている。
新星や矮新星のような突発的な増光を示す天体を詳細に研究するためにはは増光後すぐに分光観測などの追観

測を行う必要がある。そこで、これまでに得られたサーベイデータから、全ての検出天体の位置や測光値をデー
タベース化し、新たに撮像した画像から検出された天体のデータと比較して、突発的な増光・減光を示す天体や
これまで検出されたことのない天体を探す解析パイプラインを作成し、動作試験を行った。
KISOGPの観測では 1領域 (4-dithering)を撮るのに 12.5分かかり、この中に検出される天体の数は 105個程度

である。変動天体検出に観測後 20-30分必要で、即時データ解析は観測に追いついていない。しかしながら、変
動天体の種類によっては非常に有効なサーベイシステムが構築できていると言える。これまでの観測では、既知
の矮新星のほか、AGN候補天体が突発天体として検出された。本講演ではKISOGPの解析パイプラインの概要
や突発天体検出の動作試験の結果、および検出された天体について紹介する。


